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平成26年に故栁原操様のご遺志に沿って開
設された栁原操再生医療研究支援寄附金は、
平成30年までの5年に亘り本研究会の年次大
会の開催や年会誌発行、国内外から東京女子
医科大学先端生命医科学研究所に集い再生医
療研究を行う学生・研究者及び本研究会運営
担当者への助成活動を行っております。平成
29年度の助成活動について、以下ご報告申し
上げます。尚、来年度を持って本助成活動は
終了致しますが、是非学生・研究者への同様
な助成活動が継続できますように皆様の御協
力を宜しくお願い申し上げます。
1．本研究会運営に関する助成活動：
本研究会は平成21年に一般社団法人として
法人登記し、その運営管理は、専務理事を務
める私に加え、東京女子医科大学先端生命医
科学研究所の冨永満里子さん、および栁原操
寄附金により参加頂いた福田栄子さんの2名
が鋭意務めております。
福田栄子さんは平成18
年10月 ～ 平 成26年10月
の8年間に亘り、先端生
命医科学研究所の研究費
管理業務に従事され、若
手職員の指導を含む先端
生命医科学研究所の研究・運営資金管理の基盤
を支えて頂きました。この間に本研究会につい
ても、経理に加えて年次大会の運営やNews 
Letterの発行および機関誌の編集、総会・理事
会の開催管理など多岐に亘り貢献されました。
いったん東京女子医大を退職後、平成29年4月
より栁原操寄附金によって再度本研究会の運営
支援に携わって頂き、通常業務に加えて、新会
員名簿データベースの作成、年会費ネット決済
システムの導入による会費管理体制などをス
ピーディーに整備して頂いております。
2．学生・研究者の研究助成活動：
平成29年度は、TWIns早稲田大学博士課程
学生1名に加えて、東京女子医科大学先端生
命医科学研究所の国際連携先であるスウェー
デンカロリンスカ大学病院および米国ユタ大
学から来日して細胞シート再生医療研究に邁
進する博士課程学生2名、総勢3名の研究助成
を実施しております。本コラムでは、それぞ
れの研究活動に加えて出身母体の紹介を含め
た自己紹介記事を掲載させて頂きます。特に、
今年7月ユタ大学の主催により日米欧の研究
者が結集して盛況に開催された細胞シート再
生医療グローバルシンポジウムの様子につい
ても是非ご覧ください。
